
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

女子 ミ ッ シ ョ ン ・ ス ク ー ル生徒の居住地および

家族の 学歴と職業からみる階層文化の形成過程

佐 々 木 啓 子 （電 気 通 信 大 学）

研

究
発
表

1 、は じめに

　近代 日本 に おけ る 女子教育の 形成過程に お い て 明

治初期 より横浜、東京、長崎など外国人 居留地 か ら

発展 した女子 ミッ シ ョ ン ・ス ク
ー

ル は宗教的教化や

西洋的教養 教育の みな らず目本の 女性に 自由 ・平

等 ・民主主義 とい う近代 の 価値観や 「近代家族」 の

モ デル 、そ して 今 日の 進学名門校として の女子 ミ ッ

シ ョ ン ・ス ク
ー

ル に代表され るように、女性に業績
主 義的な価値観を移入 した。 明治 30年代〜大正期に

は 女子 中等教育 ・高等教育機関の 拡大 に ともない 各

教派連合の 東京女子大学が設立され、女子 ミ ッ シ ョ

ン
・
ス クー

ル で は教育を充実させ 進学を促進す る 方

針をとっ た。そ して 日本が本格的に産業資本主義に

参入 した 昭和初期、海外貿易や外国為替業務が拡 大

し欧米の 知識や文化 が求められ て い た時代に海外生

活経験者を中心 とす る都市 の 新中間層な ども支持母

体となる。そ して終戦以降は都市富裕層 を中心に私

立学校が選択され女子 ミ ッ シ ョ ン ・ス ク
ー

ル へ の 進

学者 も拡大 した と考え られる。

　本発表 で は東洋英和女学院の 『家庭調査』 （昭和

19年〜26年調査 241 名 ： S16年入学者51 名、　S18
年 89名、S19年 46 名、　 S20 年 55名）の 生徒の 現

住所、家族 （兄弟姉妹） の在学校、保護者職業、家

庭 の 宗教、趣味 ・習癖、課外読み 物 ・雑誌な どか ら、
昭 和 20年前後 に女子 ミ ッ シ ョ ン ・ス ク

ー
ル に在籍 し

た 生徒の 家庭嚠 竟と文化的背景を明らかにする と同
時 に 目本に おける 中上流階層の 階層文化 の 形成過程

にっ い て考察するもの で ある。
2 ．首都東京の 中上流階層の階層文化の形成過程

　階層文化 と教育に関する歴史社会学研究は数多い

が、先進資本主義社会に おける上層階級 に位 置つ く

集団、 なか で も首都東京における営利階級 （M ，ウェ

ーバ ー
）に相当す る支配階層の 形成が教育や文化 と

ど の よ うな関わ りが あ っ たの か 、そ して そ れ が 世代

間で継承 され て い っ たの か、実 は 明 らか に され た わ

けで はない 。そ こ で本発表 で は首都、東京におけ る

名門ミソ シ ョ ン
・
ス ク

ー
ル の 家庭 を分析対象として 、

そ の 生徒の 居住地や家族 の 職業、学歴、本人の 趣味

や読書傾向などを手掛か りにそ の 支持母体で あ る集

団が所属 して い た首都東京 の 中上流階層の階層文化
の 形成と教育の 関わ りを 検討 して み よ う。

3 ．東京市の 旧 西南地 区か ら西部郊外 へ

　発表者 は こ れま で に首都圏 の ミッ シ ョ ン ・ス クー

ル 青山女学院高等女学部 （978 名）と専門部生徒 （732
名）の 学籍簿 （昭和 5 − 16年）か ら現住所、保護者

職業、出身女学校 ・小学校、趣味などを分析 した

（2003、2004、2005年教育社会学大会発表）。それ

に よれ ば、生徒は東京市内の 南西部 の 旧市内お よび

西部郊外か ら通学し、東部北部地区の い わゆる下町

に居住する生徒が極めて 少ない とい うこ とが明 らか

に なっ た。

　本発表で は さらに終戦期か ら戦後初期にか けて東

洋英和の 生徒 241名の現住所を分析した が、一層、
麻布を中心とする お屋敷街や、郊外区で も高級住宅

地 か らの 通学者が大部分を占め、旧市街東北部 の 下

町 か らは皆無 とい っ て よ い。む し ろ距離的には遠 い

多摩地 区や横浜 、湘南地 区か らの 通学者が 多い とい

う結果 とな っ た。終戦の 混乱期に もか か わらず上 流

階級が住む地域で は
一
般家庭とは異なる生活空間 が

広がっ て い たか の よ うで ある。
（表 1＞東洋英 和女学院生徒住所 〔S19

− 26年調査）

都 千代 田区 4　都 文京区　　 　 3 多摩 地区 （武蔵 野市、国立市等）　 　 9
心 中央 区 4　心 台東区 　　　0 神 奈川 県 （横浜 ，藤沢、鎌倉等 ）　　 2D
四 港 区　　 　 78 東 墨田区　　　 0 モ葉 県（稲 毛、津田沼等）　　　　　 3
部 新宿 区 5　部 江 東区 　　 　 1 埼 玉 県　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

その 他 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　2
品川 区　　　1 豊島区　　 　 2

郊 目黒 区 　　 　19 郊 北 区 　 　 　 　 1

外 大 田区　　　17 外 荒川区　　 　 0
　．
吊

区 世 田谷区　 20 区 板橋区 　 ．．零曜 「、「 w 油罹
四 渋谷 区　　　17 東 練馬区　 　 　3 ．　　．
部 中野区　 　　 5 部 足 立区 　　 　 0 ヌ

杉並区　　　13 葛飾区　　　 D ヌ　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　 1

江
『

川 区　　 0 ：
入 学年度 ：昭和 16年 （51名）、18年（B9名〉、19年（46名）、20年 （55名）

4 ．兄弟姉妹の 在学校
（表 2 ） 東洋 英和女 学院 ・

兄弟姉妹の 在学校 （中等教 育の み）：
〔S且9−26年調査） 本人 （東洋英和）入学年度別

兄弟姉妹在学校 SL6年 S18年
．
Sl9年 S20年

公 立 中等教 育機 関 （旧制 中学 校・高 女、 3　　17　　 12　　 6
お よび新制高校・中学校 ）

東 京
亠

自 ・立 大 学付 　　
愚

正　　 1
公 立 　 小 計 ） 3　　 18　　 13　　 6

慶應普通 部・中学部 3　　 2　　 2　　 9
麻布 中学 校　 　 　 　 　 　 　 　 　．
暁星 中学校

1　 　 2　　 3　　 1　　　而 酔鞘…
1　　 3

．
　　 1　　 1鞘ゴ鞘

青山学 院 中学部 1　 　 1　 　 2
学習 院高 等科・中等部 工，　　　　　 2
そ の他 私 立 （東京 中学校、成城、成蹊、 2　　 4　　 5　 　 8
武蔵、開成、早 稲田、芝、浅野、海城等） 一

鞘 幅… h …、
東洋 英和 女学院　　　． 12　 16　 12　 ＿串
そ の 他私 立 （香臨 女子 学習院 鎌倉． 3　　 4　　 0．　　4
桜　、山 　　 京　学　　戸板 　）

．

孟立 小
菖

23　 32　　26　 33
　 　 　 　 　 　 　 　 　 合 計 　　 　 　 26　．50　 39　 39．

　そ うした い わば階層による棲 み 分けは東洋英和女

学院の 生徒の 兄弟姉妹 が 在籍す る学校 （表 2 ）で も

見られる。昭和 16 年一20 年入学者の 年度 ご との 調

査 に お い て 圧倒的に私立 が多く、なか で も慶應普通
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部 、 麻布中学 、 暁星中学を初めとする名門私立中学

校 に在籍して い る こ とが わ か る。 そ して 今 日の 進学

校 とな っ て い る中高
一

貫の 私 立 学校へ の 通学者が 次

第に増えて くる。

　初等教育機関 で は中等教育機関に比 べ れば公立 が

多い もの の 、麻布、誠之、鷹番 、鞆絵、高輪台、白

銀 、泰 明、青南の 各小学校 （国民学校）、とい っ た公

立 名門小学校や神奈川県 の 辻堂小学校、そ して戦後

は郊外 へ の 移転とみ られる奥沢、国分寺、小平小学

校など西部多摩地区へ の拡散が見 られ る。姉妹に つ

い て は ほ ぼ同 じ東洋英和 に在籍 して い る。

　
一

方で 、生徒現住所 に僅か に み られ た都心東部や

郊外区東部の 下町の 小学校は皆無とい っ て よい 。そ

うした地域に住所をもつ 生徒 の 家庭で は 地元の 公立

小学校を避ける傾向に あっ た と思われ る。

　 5 。保護者の職業

　　東洋英和女学院の 生徒た ちは 良家の 子女が多く、

明治期に は政府高官や華族、財閥系の 実業家た ちが

キ リス ト教に関わ りを求め子女を ミ ッ シ ョ ン ・ス ク

ール に入 学させ た 。

一
方 で キ リス ト教徒の 中流階級

出身者も在籍し授業料の 支給を受けた生徒がい た こ

とが記録に 残 っ て い る （『東洋英和女学院百年史』）。

3 英 ロ　　 　　　　　 　
≡

査 　 （S19−26年 ）

ト 1 法人経
畄
　 （璽驪 長↓辜務理事など）　　　 38

1−2 上級 薯務管理職 （部長以 ＃）　　　　　　 ．　　 12
上級 　

4
者 （建　・

船長）　　　　　　　　　　 2

1 −3 下級 事務管理職 （課長 2係 長》　　　　　　　　　 3

事 　職 　 　会 祉 員　 位 掲載なしを含む ）　 　 　 　 　 72

【【

官真　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12
軍 人 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

教　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 3

皿

大学教授 〔学院長含 む）　 　　 　　 　　 　 　　 9

自由業（音楽家・著述業）　　　　　　　　　　　 7
医師 、　　　　　　　　　　　　　　　　　 6
弁護士 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 5
その 也（

L
　 ∫師・特許弁　 士など）　　 　　　　　 3

w −1 商業実 業 家 （海 産 物 商 など）　　　　　　　　 12
工 　実業　（鉄嘘 鴬蕊ど1　　　　　　　　 10枦一L−

r『−2 商店主 （飲食業など）　　　　　　　　　　　　　 4

小工 業主 帽子 製造業など）　　　　　　　　　 4

V
地主　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 L
学隼（兄 ）．　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 1

無
1
　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 30

合 計（人数）　　　　 　　　　　 　　　　　 235

　 S16 −20年入学者 調査 時 ．高女4・5年 次 ．新制 高校 3年 次

　 （表 3 ）の 1 − 1 法人経営者を上 流階級とする な

らば 、
1 − 2、3 は新中間層 と位置づ け られ る も の の、

1 − 1 に 分化する可能性がある。
一

方 で、IVは生産

手段 を所有し、 1、H 、皿 の クラス タ
ー

とは明確に

区分されるで あろ う。 V は主に無職 層 （資産生活者）

だが、この層は 1 と企業内 の 分業 と見 るこ ともで き

るが、IV− 1を分化させた母体 と見るこ ともできる。

法人経営者と商業 ・工 業実業家を経営者 として纏め

るならば、生徒の 25．5％は こ うし た経営者層出身で

あ る。さ らに 無職層 ・地主を加えて 富裕層あるい は

上流階級とすれば、生徒 の 39，1％ が そ うした 上流階

級出身者 とい うこ とになる。

6 ，生徒の 家庭の 文化資本

　女子 ミッ シ ョ ン ・ス クー
ル 生徒の家庭の 文化的状

況を『家庭調査』の 調査項 目である、読み物調査 （「課

外読み物 、 雑誌 ソノ他、書名」）と趣味 （「趣味 ・習

癖」）か ら描 き出そ う。 家庭調査実施年によっ て 戦前

期 （昭和 19 年 ・51 名） と戦後期 （昭和 22 − 26 年 ・

190 名〉に分けて みる と、戦前期 で は 「少女 ノ 友」

9 人、「新女苑」 3名、「その 他少女小説など」 3名、
「歴史物語」 4 名、「岩波文庫」 3 名、「夏目漱石 全

集」 3名、「翻訳物」 3名、「文学全集」 3名、と少

女向け読み物が中心 で あるが 、戦後になると以下 の

（表 4 ）の よ うに 「世界文学全集」 厂外国文学」等、

体系的に 文学書に親 しん で い た こ とがわか る 。 学校

で の 読書指導もあっ た と思われ る が 、 家庭で備えて

い る文学書や全集が反映 され て い る と思われ る。ま

た雑誌類で は リ
ー

ダ
ーズ ダイジ ェ ス ト、ラ イ フ 、

Time な ど海外 の 翻訳雑誌な どが多数みられ、少女雑

誌が少な くな っ て い る 。

一
方 で戦災か らの 早 い 復興

を感 じ させ る ような音楽、美術 、映画、演劇 の A 刊

誌 、 さらには受験雑誌 「蛍雪時代」、そ して 「英語青

年」 「央 語　九 」な どの専門誌が読まれて い た こ とが

わか る。 （詳細は発表時配布資料）

　 　 　 　 　 　 　 　 152　　　　　、　　　　　　　　　　 151

　 「趣味」 に関して は戦前期の 高等女学校 の 生徒 の

趣味で は 「読書」 が群を抜 い て多い
一

読 書以外 の 趣

味は極めて 少なVN一が、女子 ミ ッ シ ョ ン ・ス ク
ー

ル

に お い て は、「音楽」 「ス ポ
ー

ツ 」 が
一

般 の 高女に比

べ て極めて多い （詳細は発表時）。

7 ．まとめ

　大企業経営者や 自由業など名家出身 の 子女が在籍

した 東洋英和女学院 は 大都市富裕層が住む地域性に

依存 し、私学 に よっ て 共有される学校で の 経験 とそ

の 世代間にわたるネ ッ トワーク の 存在は、そ の階層

的封鎖性による特有の 生活形式が存在 し再生産され

た とみ られ る。学校とい う場を通 し て 共有される文

化は階級を形成する契機に な る と考え られ るだろ う。
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＊本報告の 『家庭調劑 の 閲覧に際して個人鷹報に 触れる箇所の 閲覧には東
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　 を借 りて謝意を表 したい 。また、本報告に は科学研究費補助近研 究 「近代
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　 号 IB5306605001）の 成果の
一
部diミ含 まれ る。

（他 の参 考文献 は紙幅 の関係上 、発表時の 配布資料に掲載）
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